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　主の御名を賛美します。

 1年の中で最も美しい季節になりました。私が北海道に住ん

で23年目になりましたが、北海道の人々 に会って話をすると、

みんなが北海道に住むことを大変満足していました

　北海道は美しい、北海道はおいしいものがたくさんある、

北海道は季節がハッキリしている・・・等々の理由からでした。

私も北海道住んでいると、ほんとに自然に恵まれていること

を感謝しています。神様が創られたこの素晴らしい季節、豊

かさに感動しています。

　さて、先週、平岸教会では婚活の集まりがありました。

この婚活の集まりは、いくつかの教会の牧師たちが、自分の

教会の兄弟姉妹たちに出会いの場所を与えてあげたいという

切なる思いから昨年始まりました。色々な理由から出会いが

なく、結婚が遅れている人々 のために集まりの場を設定して
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巻頭言
 北海道バプテスト連合　副会長　李　徳京（平岸教会）

います。最近では、参加者の中から重荷を持って企画運営を

してくれる幹事たちにより、月一回のペースで毎回進められて

います。是非各教会からのご参加をお待ちしています。特に、

女性たちは 20名ほどの方がリストにあげられていますが、男

性はその半数の参加で留まっている状況です。教会に於きま

しては、クリスチャン家庭が加えられることは、大きな祝福

です。どうぞ、ご理解頂きまして、参加を呼びかけて頂きま

すようお願い致します。

　先ず、お互いにお付き合いをしたいという意思表示があっ

た場合、先に担当牧師よりその兄弟姉妹の所属教会の牧師に

ご連絡をいたします。その後、了解を得た後、双方が祈り導

きを求めます。

　各教会の上に、豊かなる祝福をお祈り申し上げます。

「クリスチャンの『婚活の集い』について」

　去る６月１０日（土）函館教会にて、女性信徒の会道

南ブロック集会が開催されました。室蘭、苫小牧、函館、

函館美原の４教会から１９名の参加がありました。

　今回のブロック集会は、「～あなたの教会のアウトリー

チ～今、あなたの教会ではどのような方に伝道していま

すか？また、あなたの教会では、特にどのような方々の

ケアをしようとしていますか？」という、道南、道央、

道東それぞれ同一テーマで分かち合い、ユニケを通して、

各ブロック集会の様子を伝え、全道の姉妹方と分かち合

い、協力伝道へと繋げる事が出来たら、という願いから

の企画です。

　道南はアドバイザーとして、函館美原教会の福田牧師

に立って頂きました。

　開会礼拝では、福田師より、主イエスの姿からアウト

リーチの本質をマタイ９章より取り次いで頂きました。

その後、それぞれの教会の現状を発表して、午後は、そ

れぞれの教会からの質疑応答やディスカッションの時間

を持ちました。高齢化に伴う次世代への信仰の継承、国

際教会としての働き、また、それぞれの教会の伝道の取

り組みなどが話題として挙がりました。

　特に印象的だった事は、伝道の本質についてです。

私たちは、何か特伝やクリ

スマス等、イベントがある

度、その時だけ教会に人を

誘う傾向があるのではない

でしょうか。そうではなく

て、まずは礼拝を第一とす

る事が、何よりの伝道の姿

勢であるという気持ちを

持っていなければならな

い。　

　主を心から喜ぶ礼拝者と

して、日々新たにされたい

と思う集会となりました。

●道南 ブロック集会を終えて 女性信徒の会会長　本多依子（函館教会）

休憩時のディズニー体操
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　今年 4月に帯広教会牧師に赴任しま

した川内裕子 (かわちひろこ )と申し

ます。北海道バプテスト連合の皆さま、

どうぞこれからよろしくお願いしま

す。過日の牧師就任感謝礼拝には、道

内諸教会・伝道所より多くの方々がお

いでくださり励ましをくださいました

こと、ありがとうございます。夫の活

也牧師と共に帯広教会に導かれ、神さ

まはこれからどんな計画を示してくだ

さるかなとわくわくしています。無牧の期間、道内の皆

さまの協力をたくさんいただきながら帯広教会が歩み続

けてきたことを伺っています。その経験を通して、帯広

教会が立てた、地域伝道、協力伝道、層の厚い伝道と牧

会というビジョンに、帯広教会に集うお一人おひとりと

一緒に、協働者の活也牧師と共に携わっていきたいと考

えています。南国鹿児島の川内教会での 15 年の牧会生活

を経て、青年時代を過ごした懐かしい北海道に再び住む

こととなり、「お久しぶりです」という気持ちの一方、約

20 年ぶりの北海道で新たな出会いや体験も多く、「はじめ

まして」の気持でもあります。気持ちを新たに、じっく

り、ゆっくり、この地に根を張って働きに立ちたいと思っ

ています。どうぞよろしくお願いします！

●「はじめまして」と「お久しぶりです」

　　　　帯広バプテスト・キリスト教会牧師　川内裕子

　この度、１７年間の牧会を委ねら

れてきました南九州地方連合に連な

るバプテスト川内キリスト教会を離

れ、主の導きの確信の内に北海道地

方連合に連なる帯広バプテスト・キ

リスト教会に赴いてまいりました川

内活也 ( かわち・かつなり ) です。

去る７月１７日の就任感謝礼拝には

連合諸教会・伝道所からも多くの方々

に祝福の御列席をいただき感謝いたします。妻である裕

子さんと共に牧師として招聘され、この地においてどの

ような働きへと主が導かれるのかを楽しみにしています。

　博多生まれの博多育ち、九州外での生活は２年半しか

ない＜九州男児＞にとって北海道という地は人も風土も

地理も全く新しい出会いと交わりの日々です。まだ４～

５ヶ月の北海道生活ですが九州との違いを色々と感じて

います。「冬」の生活も未体験ですので、まずは ｢ 慣れる

こと ｣に努めたいと思います。

●赴任のご挨拶
帯広バプテスト・キリスト教会牧師　川内活也

　主の御名を讃美いたします。2017

年 4 月より小樽バプテスト教会に着

任しましたエイカーズ愛です。小樽

教会との接点は、私が小学生の時に

東京でピアノの先生であった滝沢か

おり先生の出身地という以外には、

ありませんでした。しかし昨年、再

び牧師として遣わされる用意が出来

たころに、不思議なお導きと数名の

方々の具体的助けの内に小樽で仕えることとなりました。

　小樽教会の礼拝において捧げられていた皆さんの祈り

の言葉は信仰に熱く、重みがあり、私のような者が、こ

の成熟した信仰を持っておられる先輩方に何を教えるこ

とがあるだろうか。と戸惑っていました。しかし、神さ

まが成し遂げられる救いの御業は、そこに立たされる者

らが経験豊富であるか否かは全く関係なく、神さまの御

旨のままに、わたしたちのうちに願いを起させ、かつ実

現に至らしめてくださる。（フィリピ 2:13）と信じ「はい」

とお答えしました。

 小樽教会の礼拝堂は築 60 年です。冬の寒さは厳しく床

下からの冷気はストーブを炊いても厳しいものがあり、

全ての人が安心して礼拝に集える環境を整えるため断熱

材を入れる工事の準備が始まっています。

 神さまがこれから、どのように小樽教会を用いてくださ

るのか大変楽しみです。小樽の地に更に神さまの栄光が

豊かにあらわされるようにと祈っています。10 月 9 日に

就任式を行います。祈りの端に加えていただければ幸い

です。

小樽バプテスト教会牧師　エイカーズ愛

●小樽バプテスト教会牧師着任にあたってのご挨拶
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　生活の場は変われど成す事は変わらず ｢ 福音の証し ｣

です。同信の諸兄姉と共にこの地の福音宣教の業に立た

されるように召された者として、北海道地方連合の皆様

とも結ばれる新たな協力伝道・協働が主の豊かな祝福に

満ちたものとなる事を期待し、どうぞ、これからのお交

わりをよろしくお願いいたします。

　７／ 27（木）

～ 31（ 月 ） に

開催されます連

盟主催「少年少

女・隣人に出会

う旅～旭川～」

の現地スタッフ

としてのお手伝

いのためＨＹＰ

委員会が係ることとなり、事前学習を兼ねフィールドワー

クに行ってきました。

　2015 年に行われた日高での連合による「少年少女・青

年会合同春の修養会」でもアイヌ民族・アイヌ文化につ

いて少し学んでいたのでなんとなく知った気でいたので

すが、旭川では全く別の民族・文化に出会ったような衝

撃を受けました。それぞれの土地での歴史的背景によっ

て違う民族・文化のようになってしまったのでしょうか。

そのようなことも考えさせられたフィールドワークでし

た。

　旭川教会に集合の後礼拝を持ち、川村カ子トアイヌ民

族記念館に向いました。そこで太田マルクさんに旭川の

歴史を伺い、また太田さん自身のアイヌ民族としての思

いや考えもお聞きすることができました。その後常盤公

園にあるアイヌ墓地を訪ねアイヌ民族のお墓に対する考

えなどをお聞きしました。二日目には旭川市博物館を三

浦忠雄さんの解説をお聞きしながら、ますますこれらの

アイヌの歴史と民族・文化に興味を惹かれ推薦していた

だいた『アイヌ学入門』（瀬川拓郎著）を購入し読んでい

るところです。　　　　定免直未（リビングホープ教会）

　「キリスト教による北海道の開拓伝道の歴史には、“ア

イヌのキリスト教化”という側面があった。バプテストは、

この歴史にしっかり向き合えて来なかった。従来の伝道

において、目に留めてこなかった視点を大切にしたい。」

田森師によるそんな礼拝メッセージから始まったフィー

ルドワーク。1 日目はアイヌカト子記念館の太田満さんか

ら、アイヌの歴史の概要を聞いた。話は江戸時代にまで

遡り、余りにも壮大で、すべてを振り返ることはできな

い。いくつか心に残った事を抜粋する。「現在、アイヌは

観光としてメディアに登場する。しかし、アイヌの日常

はそこから学ぶことはできず、彼らの本当の姿に触れる

ことは容易ではない。…近年までの北海道のアイヌの思

想・文化・教育には、明治期以降のキリスト教による布

教が、良くも悪くも影響を与えているので、それ以前の

元来のアイヌ思想・文化を辿るのは難しい。昔のアイヌ

について、“狩猟採集民族”というイメージも広まってい

るが、実際はそうではなかった。狩猟採集の他に、自給

自足、海外との交易も行っていた。」今まで知ることのな

かったアイヌの人々の姿があることを知った。「隣人とは

誰ですか？」とイエスに質問した、あの青年の問いを思う。

私は、隣にいる人が、どんなルーツを持ち、どんな人生

を経て、今私の隣にいるのか、ほとんど知ろうとせずに

生きている。日本社会自体、お互いが何者か分からない、

知ろうともしない社会にどんどん変容している。「隣人を

愛せよ」という主の教えに生きようとする時、まずは相

手を知ること、そして自分を知ることが大切なのだと思っ

た。 　　　　　　　武田増光　（リビングホープ教会）

● 2017/5/22 「隣人に出会う旅」フィールドワークの報告・感想

　　　　　　　　～帯広教会の牧師就任感謝礼拝の様子～

　7 月 17 日（月・祝）、帯広教会では川内裕子牧師・川

内活也牧師の就任感謝礼拝が行われました。道内外から

133 名の出席があり、西南学院大学名誉教授の小林洋一

先生が「ときには祭司のように」と題し奨励されました。

また連盟から浦瀬佑司理事、連合から田森茂基会長、十

勝牧者会から武田彰会長が代表して祝辞を述べられまし

た。帯広教会と両牧師がこれから密に協働して地域伝道、

協力伝道、細やかな牧会に取り組まれることを祈りたい

と思います。
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予告：第８回　信徒セミナー

「伝える私の信仰　～自分史から見える神との出会い～」

　　　　　　　　　　　　2017 年 11 月３日（金）15:00 ～４日（土）12:00

 ２０１５年度から、「礼拝」そして「メッセージ」をテーマとした、受講者参加型の信徒セミナーを開講してき

ましたが、今回の第８回信徒セミナーも、受講者参加型プログラムを準備しています。

 「わたし」にしか語れない、「わたし」が出会った神を共に再発見しませんか？参加をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修センター運営委員会

　同基金の存在が公開されたのは 1997 年 1 月の連合

ニュース 62 号でした。以下はその訳文です。

　北海道連合に対するシルバーソン大佐夫妻からのブレ

ゼントに関する報告（1)

　　　　　　　　　1996 年 2 月 16 日（訳：宮内康弘）

フェイピアソン様

　グッドニュースです。ハワイ州カイルアコア在住のシ

ルバーソン大佐夫妻が、やがて日本の北海道地区の伝道

に役立てられることになる、「タニアキコ記念基金」を設

立されました。

ご　夫妻は、すでに売却済みの財産より生涯収入を受け

ておられますが、それを寄付して下さることになりまし

た。ご夫妻の死去に伴い、その信託基金が「タニアキコ

基金」となります。その後、収入は、北海道地区の伝道

のために、毎年、北海道連合に配分されます。

ご夫妻は、日本のこの地区における伝道に、大きな重荷

を感じておられるようです。この地区の福音伝道に関す

る、ご夫妻の思いと業に感謝します。この基金はきっと

豊かに祝福されて用いられるものと信じます。

この贈り物に対し、ご夫妻に感謝を伝えられてはいかが

でしょうか。ご住所は「タニアキコ記念基金」に関する

書類第 1項にあります。

このような形でそちらの伝道を支えるクリスチャンが起

こされていることに感謝します。ぜひ知っておいていた

だきたく、ペンをとりました。

主の祝福をお祈りします。              敬具

 ディビッド・M・コールマン

 マークエドランド

　本年度の連合総会時に協力をいただいたジャンボ葉書

や署名運動にも拘わらず、残念ながら 6 月 15 日に参議院

本会議において、「組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規

制等に関する法律等の一部を改正する法律案」いわゆる

「共謀罪法案」が可決成立しました。これについては、日

本バプテスト連盟理事会が、同日付を持って、抗議声明

を発表しました。既に各教会に送られているとおりです。

又、6 月 26 日付で、靖国神社問題特別委員会とバプテス

ト保育連名が連名で、「教育勅語に関する閣僚の発言、幼

児教育にかかる方針改訂などについての抗議声明」が発

表されました。共に注目しなければならない課題です。6

月5日には、第36会政教分離を守る北海道集会が旭川トー

世ホテルを会場に、講師に水島朝穂早稲田大学教授 ( 憲

法学 )を迎えて、開催されました。

　札幌では、7 月 7 日に廬溝矯事件を覚える集会を毎年し

ていますが、事件後 80 年となる今年も「かでる 27」で恵

泉女学院大学名誉教授の内海愛子さんを迎えて開催され

ました。

●現在の政教分離関係問題について

　今後の各地の運動としては、８・15 の集会があります。

札幌では、北星学園女学校での発言がもとで、治安維持

法違反に問われた小野村林蔵北 1 条教会牧師 ( 当時 ) に

ついて北海道医療大学名誉教授の中川收さんのお話を聞

きながら、平和への祈りの集会を開催します。北海道ク

リスチャンセンターでの集会の後に、別途開催されてい

るカトリックの集会と、大通公園 3 丁目で合流し、交流

集会を開催します。道内の他の地域での集会の状況につ

いても、わかり次第お知らせします。

　今後「共謀罪法」、「安全保障関係法」などの廃止を求

める運動や、憲法改定阻止運動などが、各地で開催され

ると思いますので、お祈りと運動への協力をお願いしま

す。いずれも、思想信教の自由に対する大きな抑圧への

抗議運動ですので、ご理解をお願いします。

　今後又、運動の状況や、必要な情報の提供を進めてゆ

きます。なお、今後予定されている天皇の代替わりにつ

いても、必要な情報をお知らせする予定です。

札幌バプテスト教会　浦瀬佑司

●「タニアキコ記念基金」に関するメモ（１）


